
次の発行は５月１日の予定です。

議会だより発行月 ２月 ５月 ８月 11月

あの請願は今!? ▶ p.2

一般質問 ▶ p.8

意見交換会より ▶ p.18

▶ 表紙写真に関する記事が17ページにあります。
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！？今
経過を追いました…

特 集

2018 年６月議会

2020 年 12 月議会へ行政報告

・請願趣旨
　上富地区にある当施設は、築 27年（請願当時）
　�建設当時より立地環境が変わり利用者の安全
面が確保できない
　町の中心地から孤立している
　万一の事件や災害時に安全安心が保たれない
　よって、早急な移設を求める

・�障害福祉サービス事業所三芳太陽の家　新築工事
・�令和 2年 10月 8日～令和 3年 3月 21日

2020 年 3 月議会へ上程・可決

・�太陽の家建設の債務負担金

・�厚生文教常任委員会の審査結果
　�「入所者の保護者、担当課、入間東部福祉会と
十分な協議をし早急対応を求めること」
　「採択すべきもの」

・�本会議にて賛成総員で「採択」

（※ 2）三芳太陽の家移転の請願について 建設中

現太陽の家

太陽の家完成イメージ

建設中の
太陽の家

（※数字）が付いている用語については P19をご覧ください。

あの（※ 1）請願は
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（仮称）三芳町におけるパー
トナーシップの認証制度及
び性的少数者に関する諸問
題への取り組みに関する請
願について

柔軟仕上げ剤など家庭用品に含ま
れる成分表示並びにイソシアネー
トなど有害な成分の使用の制限等
を求める意見書を国に提出するこ
とを求める請願

2020 年３月議会2020 年 6 月議会

2019 年 6 月議会

2019 年 9 月議会

2020 年 6 月議会

町の動き

・請願趣旨
　�道が狭く暗いため高齢者や身体が不自由な方、また三芳東
中学校の通学路にもなっており部活帰りや塾の帰宅時には
暗く危険な為、Big-A 横の通学路に街灯の設置を求める

・総務常任委員会にて継続審査となる
　�現地調査や請願者に請願内容を確認する必要があるとし、
現時点での採決が厳しいと判断「継続審査」と決定

・3月 30 日に現地調査を実施。
夜間に足元が暗いため危険であ
ることを確認
「町は危険個所の調査を行い、街
灯設置等の安全対策を早期に実
施すること」との意見を付し、
全会一致で採択

本会議において、全会一致で採択

「柔軟仕上げ剤など家庭用品に含まれる香料の成
分表示等を求める意見書について」が原案可決
（内容）家庭で使用する柔軟仕上げ剤や消臭剤等
に含まれる香料の化学物質によって、頭痛、吐き
気などの化学物質過敏症を発する人が増え続けて
いる。しかしこれら健康被害がまだ社会的に十分
認知されているとは言えない。因果関係の調査・
研究と実態把握の調査を求める

総務常任委員会へ付託され本会議で審議
し採決を行った結果、全会一致で採択

2020 年 10 月：議会へ制度（案）の実
施が報告
2021年 4月、（仮称）三芳町パートナー
シップ宣誓制度を施行予定。宣誓書が発
行される予定

街灯設置の請願について
設置
完了

宣誓書
発行予定

意見書
提出
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令和２年
第5回 臨時会

（10月29日）
第6回 定例会

（11月30日～12月11日）

10
月
29
日
に
令
和
２
年
第
５
回
臨
時
会
が
、
11
月
30

日
か
ら
は
第
６
回
定
例
会
が
12
月
11
日
ま
で
の
12
日
間

の
日
程
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
案
な
ど
議
案
15
件
、
同

意
１
件
、
議
員
発
議
の
議
案
２
件
、
意
見
書
が
３
件
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
補
正
予
算
案
の
一

部
に
修
正
動
議
が
発
議
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
議
案
・
同
意
に
つ
い
て
は
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
、
意
見
書
も
３
件
全
て

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
14
名
の
議
員
か
ら
通
告
書
が
提
出
さ

れ
、
欠
席
に
よ
る
通
告
書
取
り
下
げ
に
よ
り
13
名
の
議

員
が
４
日
間
に
わ
た
っ
て
町
行
政
へ
の
質
疑
、
提
案
を

行
い
ま
し
た
。

オランダへの中学生派遣
事前調査費が否決

問

現
地
調
査
は
い
つ
行
う
考

え
か
。

答

令
和
２
年
12
月
中
旬
か
ら

開
始
し
た
い
。

問

オ
ラ
ン
ダ
は
日
本
以
上
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
続

い
て
い
る
が
、
ど
ん
な
調
査
を

行
う
の
か
。

答

中
学
生
を
オ
ラ
ン
ダ
に
派

遣
す
る
に
あ
た
り
、
受
け
入
れ

可
能
な
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
や
訪

問
校
の
受
け
入
れ
の
可
能
性
な

ど
を
調
査
す
る
。

問

委
託
先
は
。

答

旅
行
業
者
を
通
し
て
現
地

の
ア
テ
ン
ド
に
委
託
す
る
。　

問

予
算
額
算
出
内
訳
は
。

答

現
地
の
ア
テ
ン
ド
へ
の
支

払
い
が
一
時
間
５
０
０
０
円
×

24
時
間
分
の
12
万
円
。
他
に
旅

行
会
社
へ
の
手
数
料
が
１
万
３

２
０
０
円
。　

問

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
庭

や
、
学
校
な
ど
と
直
接
連
絡
は

で
き
な
い
の
か
。

答

旅
行
業
者
か
ら
現
地
の
ア

テ
ン
ド
を
通
し
て
調
整
を
す
る

形
を
と
っ
て
い
る
。　

問

町
は
中
学
生
の
海
外
派
遣

を
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
な
ら
ば

秋
以
降
に
行
い
た
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
の
場
合
春
や
夏
に

事
前
調
査
を
行
わ
な
い
の
か
。

答

無
事
に
コ
ロ
ナ
が
終
息
し

た
な
ら
ば
、
再
度
事
前
調
査
を

行
い
た
い
。

問

マ
レ
ー
シ
ア
の
現
地
調
査

は
行
わ
な
い
の
か
。

答

マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
海
外
派

遣
も
検
討
中
だ
が
、
町
の
秘
書

広
報
室
と
ペ
タ
リ
ン
グ
ジ
ャ
ヤ

市
の
連
絡
体
制
が
と
れ
て
い
る

の
で
、
秘
書
広
報
室
か
ら
来
年

の
実
施
可
否
に
つ
い
て
確
認
を

取
っ
て
も
ら
う
。

問

今
回
の
調
査
で
受
け
入
れ

で
き
な
い
、
と
い
う
結
果
が
出

た
ら
ど
う
す
る
の
か
。　

答

そ
の
場
合
は
令
和
３
年
度

の
予
算
計
上
も
考
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

問

何
故
秋
以
降
の
海
外
派
遣

の
た
め
に
、
今
（
12
月
）
調
査

を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

か
。答

オ
ラ
ン
ダ
で
は
夏
の
長
期

休
暇
や
バ
カ
ン
ス
の
期
間
が
長

く
、
秋
に
行
う
た
め
に
は
今
か

ら
の
調
査
が
必
要
。

　
第
６
回
定
例
会
最
終
日

の
12
月
11
日
に
審
議
さ
れ

た
、
議
案
第
53
号
令
和
２

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
に
は
、「
中
学

生
海
外
派
遣（
オ
ラ
ン
ダ
）

に
係
る
現
地
調
査
委
託

費
」
と
し
て
国
際
交
流
事

業
費
13
万
４
０
０
０
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
補
正
予
算
か
ら
削

除
す
る
旨
の
修
正
動
議
が

議
会
側
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
提
出
議
員
へ
の
質
疑
・

討
論
が
行
わ
れ
た
後
の
採

決
で
は
、
賛
成
多
数
で
修

正
動
議
が
可
決
さ
れ
、
補

正
予
算
案
か
ら
中
学
生
海

外
派
遣
事
前
調
査
委
託
料

が
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
職
員
給
与
改

定
等
に
よ
る
減
額
補
正
な

ど
、
そ
の
他
の
補
正
予
算

案
は
総
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
て
い
ま
す
。

（※ 3）修正動議で補正予算案から削除

オランダ現地調査委託料への主な質疑

公明党
中学生海外派遣事業は大変有意義な事業であり、
令和３年度に実施するためには事前の調査が必要と
の事。子ども達が安心安全に事業に参加するため、
新型コロナウイルスの感染状況を十分に確認し、実
施時期も慎重に見極めた上で、丁寧に調査を行う必
要があることから原案に賛成する。

原案（海外派遣事前調査委託料削除前の
補正予算案）への賛成討論

（※数字）が付いている用語については P19をご覧ください。 42021 年２月１日　議会だより　みよし　No.179



可決された一般会計補正予算の概要
補正予算第 8 号（臨時会） 歳入歳出にそれぞれ 521万 8000円を追加

補正予算第 9 号（定例会） 歳入歳出にそれぞれ 4億 8413万 6000円を追加

ライフバス新路線と幹線 5 号線・17 号
線のスクールゾーン解除に関するアン
ケート調査費用

（対象：藤久保 5区 6区北永井 1～ 3区の全世
帯と藤久保 2～ 4区から抽出した 1000世帯）
歳出� 通信運搬費� 39 万 9700円
� アンケート配布手数料� 6 万 480円
※令和 2年 11月～ 12月に実施済み

令和元年度決算額確定に伴う繰越金

（一般会計予算歳入額の変更）
歳入� 前年度繰越金� 3 億 2195万円
※当初予算額は 2億円だが、今回の補正によっ
て前年度繰越金は 5億 2195万円となる

ふるさと納税寄附金

（年度当初見込みからの増額）
歳入� 総務管理費寄附金� 3000 万円
歳出� 寄附金謝礼� 1200 万円
� 通信運搬費� 4 万 2000円
� ふるさと納税手数料� 450 万円
※手数料はwebサイト等への支払い

集会所の緊急修繕費

（対象：上富３区集会所 1階雨漏り・みよし台
1区集会所階段踊り場壁等）
歳出� 修繕料� 50 万円

庁舎防災情報ステーションの修繕

（令和 2年 8月の落雷で故障した箇所の修繕）
歳出� 修繕料� 133 万 1000円

富士塚土地区画整理組合からの寄附金

歳入� 都市計画費寄附金� 5478 万 1206円

65 歳以上の高齢者や基礎疾患を有する者
への PCR 検査委託料

（対象：身の回りに感染者が発生したが、行政検
査及び保険診療対象外の方）
歳入� 国庫補助金� 430 万円
歳出� 委託料� 500 万円
� 消耗品費� 1 万 6657円
� 通信運搬費� 8 万 4000円

特別会計・企業会計補正予算
国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）

下水道事業会計補正予算（第 2 号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）

水道事業会計補正予算（第 2 号）

歳入歳出にそれぞれ 1100万円を追加　
※�法改正に伴う事務事業対応のためのシステム改
修費用関連

収益的収入及び支出を 2万 8000円減額
資本的収入及び支出を 3万 2000円減額
※職員期末手当削減と職員移動等による増減

歳入歳出にそれぞれ 60万 5000円を追加
※�法改正に伴う事務事業対応のためのシステム改
修費用関連

収益的収入及び支出を 13万 6000円減額
資本的収入及び支出を 2万円減額
※職員期末手当削減と職員移動等による増減
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三芳町議会議員及び三芳町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例

町の選挙に立候補が
しやすくなりました（町議選・町長選）

こ
れ
ま
で
の
選
挙

こ
れ
か
ら
の
選
挙

これまで市議会議員選挙・市長選挙は公営選挙でした。今後は町議会選挙・町長選挙も公営となります。

問　�選挙の公営化は議員のなり手不足解消の一つの手段ということだが、一方 15万円という供託金
制度を設けることは新たにハードルを設けることになるという指摘もある。町としては効果をど
のように捉えているか。

答　選挙公営によって、供託金という負担があったとしても立候補者に有利に働くと理解している。

候補者は立候補の届け出までに、現金ま
たはそれに相当する額面の国債証書を、
法務局あるいは地方法務局に供託しなけ
ればなりません。
法定得票に達すれば返還されます。

候補者自己負担 町負担

町負担に 引き続き町負担

選挙運動用自動車
（リース料・燃料・運転手 ）

選挙運動用ビラの作成
選挙運動用ポスターの作成

選挙運動用はがき
選挙公報の発行
個人演説会公営施設利用料

供託金
15 万円

新たに
設定
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
事
業
が
、
10
月
29
日

開
会
の
臨
時
議
会
で
全
議
員
賛
成
に

よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
事
業
内
容

◎
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
事
業

〇�

身
近
（
家
族
、友
達
，職
場
、サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
）
な
場
に
お
い
て

感
染
者
が
発
生
し
た
際
に
、
希
望

者
に
対
し
て
、
無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
行
う
も
の
で
、
対
象
者
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
ま
た
は
65

歳
未
満
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
と

な
り
ま
す
。

〇�

委
託
料　
５
０
０
万
円

〇�

委
託
先　

�

ふ
じ
み
の
救
急
病
院

臨
時
議
会

 

令
和
2
年
10
月
29
日

選挙で新たに公営となる
ものを詳しく説明します

期末手当を
0.05 か月分引き下げ

（給与に関する条例の一部改正など）

●選挙運動用自動車の使用
　・一括契約　
　　限度額 6万 4500円× 5日間＝ 32万 2500円
　・自動車
　　限度額1万 5800円× 5日間＝ 7万 9000円
　・燃料　　　
　　�限度額 7500円× 5日間＝ 3万 7800円
　　（1日当たりの上限なし）
　・運転手　　
　　限度額1万 2500円× 5日間＝ 6万 2500円

●選挙運動用ビラの作成
　・町議　1600枚まで（2種類以内）　
　　限度額 7.51 円× 1600枚＝ 1万 2016円
　・町長　�5000 枚まで（2 種類以内）条例以前

も頒布は可能
　　限度額 7.51 円× 5000枚＝ 3万 7550円

●選挙運動用のポスターの作成
　・単価
　　393.79 円
　　限度額 3134円× 94か所＝ 29万 4596円
　　�（掲示板 85か所　予備分を上乗せし（× 1.1）、

94か所として計算）

　人事院勧告に伴い、職員の期末手当を 0.05 か月分
引き下げる条例の一部改正案と、同様に町長・副町長、
教育長についても条例の一部改正案が上程されまし
た。また議員についても議会の発議により提案され、
いずれも総員または賛成多数で可決しました。
　令和２年 12月の支給より適用されます。

同
意
し
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
三

芳
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
議
会
に
同
意

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
適
任
と
認
め
同
意

し
ま
し
た
。

三
芳
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員

�

金
谷　
富
江 
氏

日本共産党
コロナ禍において経済の落

ち込む中、公務員の期末手当引き下げは民間
にも悪影響を与えるマイナス効果である。住
民の命と暮らしを守るため、コロナ関連施策
の実施や相談業務など町民のために尽力して
いる町職員の手当引き下げは理不尽であり賛
成できない。

7 2021 年２月１日　議会だより　みよし　No.179



今必要な支援！安心の環境作りを
動 画公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

問

産
後
ケ
ア
事
業
の
内
容
と

利
用
人
数
は
。

答

宿
泊
型
事
業
の
利
用
者
は

申
請
数
０
件
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
事
業
は
現
在
ま
で
13
件
。

問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
妊
産

婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
の

重
要
性
を
鑑
み
、
妊
産
婦
の
交

流
の
場
所
と
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
型
事
業
を
実
施
し
て
は
。

答

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
現
在
開
始
に
向
け
研
究
し
て

い
る
。

子
ど
も
達
の
登
校
支
援
と

学
び
の
保
障
に
つ
い
て

問

支
援
員
の
人
数
は
充
分
か
。

答

個
に
応
じ
た
支
援
の
必
要

性
か
ら
す
る
と
決
し
て
充
分
で

は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

問

本
年
度
配
置
の
学
習
支
援

員
を
次
年
度
継
続
配
置
し
て
は
。

答

県
に
継
続
を
要
望
し
た
。

問

保
健
室
や
さ
わ
や
か
相
談

室
で
過
ご
す
児
童
生
徒
へ
の
学

び
の
保
障
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

担
任
や
教
科
担
当
も
含
め

組
織
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

不
登
校
児
童
生
徒
の
登
校

支
援
と
学
び
の
保
障
の
為
に
、

同
じ
校
舎
内
で
個
に
応
じ
た
学

習
支
援
や
教
室
復
帰
へ
の
支
援

が
出
来
る
「
校
内
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
設
置
し
て
は
。

答

町
で
は
適
応
指
導
教
室
で

の
支
援
を
し
て
い
る
が
、
今
後

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル
活

用
支
援
に
つ
い
て

問

高
齢
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室
を
開
催
し
て
は
。

答

各
種
手
続
き
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
進
む
中
で
、

苦
手
な
方
へ
の
不
公
平
な
状
況

が
あ
る
。
高
齢
者
を
対
象
に
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
は
大
変
に

有
益
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て

問

感
染
対
策
で
「
ナ
ッ
ジ
」

を
活
用
し
意
識
啓
発
し
て
は
。

答

現
状
の
課
題
点
を
踏
ま
え

て
進
め
て
い
き
た
い
。

複合化の財政計画、公開方法は？
動 画輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

問

財
政
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
宣
言
下
で
の
令
和
３
年
度

の
予
算
案
編
成
方
針
は
。

答

大
幅
な
税
収
減
が
見
込
ま

れ
る
中
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
優

先
課
題
と
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
事
業
の
精
査
や
経
常
経
費
の

削
減
が
求
め
ら
れ
る
。

問

財
政
難
で
学
校
備
品
や
消

耗
品
費
の
予
算
削
減
も
予
想
さ

れ
る
中
で
も
、
中
学
生
の
海
外

派
遣
事
業
は
実
施
す
る
の
か
。

答

生
徒
の
健
康
や
安
全
が
何

よ
り
も
大
事
。
コ
ロ
ナ
が
収
束

し
、
国
内
や
現
地
の
安
全
が
確

認
さ
れ
た
な
ら
ば
実
施
し
た
い
。

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
の

複
合
化
に
つ
い
て

問

全
地
域
の
町
民
が
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
、
新
た
な
公

共
交
通
手
段
を
整
備
す
る
の
か
。

答

ラ
イ
フ
バ
ス
の
新
路
線
だ

け
で
な
く
、
徒
歩
や
自
転
車
、

自
動
車
で
ア
ク
セ
ス
し
て
も
ら

う
よ
う
に
環
境
整
備
を
し
た
い
。

問

検
討
委
員
会
で
、
小
学
校

及
び
複
合
施
設
の
総
床
面
積
が

増
加
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

結
果
、
総
床
面
積
の
減
少
ど
こ

ろ
か
増
加
に
転
じ
て
し
ま
う
の

は
、
上
位
計
画
で
あ
る
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
藤
久
保
地

域
拠
点
施
設
基
本
構
想
の
方
針

や
、
今
ま
で
町
が
住
民
に
訴
え

て
き
た
複
合
化
に
よ
る
財
政
的

メ
リ
ッ
ト
の
説
明
な
ど
と
矛
盾

が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
。

答

住
民
ニ
ー
ズ
や
新
た
な
感

染
症
に
備
え
る
た
め
、
床
面
積

の
増
加
と
な
っ
た
。
町
の
施
設

全
体
で
の
15
％
床
面
積
減
少
が

目
標
な
の
で
、
他
の
施
設
の
削

減
や
縮
小
で
目
標
は
達
成
で
き

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

問

概
算
事
業
費
算
出
後
、
町

民
や
議
会
に
対
し
て
、
複
合
化

と
単
独
更
新
の
比
較
に
よ
る
財

政
的
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
し
、
意

見
を
聞
く
場
を
設
け
る
の
か
。

答

事
業
費
は
町
民
に
と
っ
て

も
関
心
の
あ
る
こ
と
な
の
で
開

示
や
説
明
を
行
う
が
、
一
定
の

条
件
で
の
比
較
は
で
き
な
い
の

で
出
さ
な
い
予
定
。

藤久保地域拠点構
想の対象地である
みらい広場
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公共工事、改正品確法への対応は内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党 動 画

問

公
共
工
事
に
関
す
る
改
正

品
確
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、

災
害
時
の
緊
急
対
応
、
労
働
者

の
働
き
方
改
革
等
へ
の
対
応
が

定
め
ら
れ
た
。
本
町
の
取
組
は
。

答

施
工
時
期
の
平
準
化
や
適

切
な
工
期
設
定
に
務
め
、
改
訂

さ
れ
た
単
価
等
を
盛
り
込
ん
だ

積
算
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
運
用
指
針
に
沿
っ
た
発

注
を
行
っ
て
い
る
。

問

こ
の
改
正
法
で
は
設
計
・

測
量
等
の
調
査
業
務
へ
の
最
低

制
限
価
格
設
定
が
位
置
付
け
ら

れ
た
が
、
対
応
し
て
い
る
か
。

答

本
町
の
最
低
制
限
価
格
取

り
扱
い
要
綱
を
改
正
し
、
こ
れ

ら
の
業
務
等
に
つ
い
て
も
法
に

沿
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
。

押
印
廃
止
へ
の
準
備
は

問

行
政
手
続
き
の
押
印
廃
止

に
つ
い
て
、
国
の
文
書
と
町
の

文
書
の
リ
ス
ト
分
け
や
、
町
独

自
で
廃
止
で
き
る
も
の
の
精
査

は
で
き
て
い
る
か
。

答

国
連
動
の
文
書
は
３
５
２

件
、
町
条
例
や
規
則
に
よ
る
も

の
は
７
２
７
件
、
そ
の
他
慣
例

で
１
７
５
件
。
今
後
も
精
査
し

廃
止
に
向
け
取
り
組
む
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
推
進

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利

用
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
・
ぴ
っ

た
り
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
子
育
て

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
申
請
等
の
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
が
本
町
の
取
組

は
。答

現
在
は
利
用
し
て
い
な
い

が
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ

せ
て
精
査
し
、
受
付
可
能
な
も

の
か
ら
準
備
し
て
い
く
。

問

住
民
票
等
の
交
付
手
数
料

支
払
い
に
電
子
マ
ネ
ー
決
済
は
。

答

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一

環
と
し
て
、
早
急
に
検
討
す
る
。

問

本
町
の
行
政
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
す
る
部
署
の
設
置
は
。

答

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

た
め
に
「（
仮
称
）
財
政
デ
ジ

タ
ル
推
進
課
」
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

中
学
３
年
生
対
象
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成

制
度
創
設
を
。

安心して愛着を持って住める町へ
動 画

林　 善 美
はやし         よし     み

三芳みらい

住
宅
改
修
の
助
成
制
度

問

介
護
保
険
を
利
用
し
た
住

宅
改
修
の
件
数
は
。

答

令
和
元
年
度
は
98
件
。

問

介
護
認
定
で
非
該
当
に

な
っ
た
方
が
受
け
ら
れ
る
助
成

は
。答

高
齢
者
居
宅
改
造
整
備
費

補
助
事
業
で
、
平
成
26
年
度
以

降
0
件
。

問

今
住
ん
で
い
る
家
に
安
心

し
て
長
く
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
助

成
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答

制
度
の
導
入
を
検
討
し
た

こ
と
は
あ
る
。
町
の
財
政
状
況

や
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
状
況
を
鑑

み
て
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て

問

新
学
習
指
導
要
領
で
、
こ

れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
変

わ
っ
た
点
は
何
か
。

答

こ
れ
ま
で
は
職
場
体
験
や

進
学
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。

社
会
的
職
業
的
自
立
の
基
礎
を

養
い
、
将
来
の
夢
と
学
業
を
結

び
つ
け
る
こ
と
で
学
習
意
欲
を

高
め
る
こ
と
な
ど
に
重
点
を
置

い
た
指
導
へ
と
、
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
。

問

児
童
生
徒
が
主
体
的
に
進

路
を
選
択
し
て
い
く
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
が

必
要
か
。

答

今
学
ん
で
い
る
こ
と
が
将

来
の
夢
や
目
標
に
ど
の
よ
う
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
を
実
感

出
来
た
り
、
自
己
の
可
能
性
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
必
要
と
考
え
る
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
つ
い
て

問

就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
は

託
児
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答

今
後
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

際
に
は
、
必
ず
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
設
け
て
実
施
し
て
い
く
。

問

育
休
か
ら
の
復
職
を
目
指

す
住
民
を
対
象
と
し
た
講
座
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答

円
滑
な
復
職
は
重
要
で
あ

る
。
県
と
の
共
催
セ
ミ
ナ
ー
で

開
催
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他

①
耐
震
改
修
助
成
制
度

②�

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の
活

用

9 年間の成長を記
録します
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夕方の学校周辺の通学路の安全
動 画

細 谷 光 弘
ほそ    や    みつ  ひろ

三芳みらい

問

請
願
書
「
街
灯
設
置
の
請

願
に
つ
い
て
」
が
議
会
で
採
択

さ
れ
た
。
後
の
調
査
結
果
は
。

答

請
願
書
に
基
づ
く
要
望
箇

所
に
つ
い
て
は
、
設
置
が
妥
当

と
判
断
し
、
11
月
16
日
に
道
路

照
明
灯
を
設
置
済
み
だ
。

問

街
灯
設
置
等
の
安
全
対
策

の
為
に
、
通
学
路
で
の
夜
間
暗

く
危
険
な
箇
所
の
調
査
結
果
は
。

答

三
芳
東
中
学
校
前
の
横
断

歩
道
な
ど
暗
い
所
も
あ
っ
た
。

問

学
校
付
近
の
横
断
歩
道
37

箇
所
中
、
道
路
照
明
灯
（
街
路

灯
）
が
あ
る
の
は
11
箇
所
。
な

ぜ
街
路
灯
が
付
い
て
い
る
学
校

と
無
い
学
校
が
あ
る
の
か
。

答

街
路
灯
は
、
各
行
政
区
か

ら
の
設
置
要
望
を
受
け
取
り
付

け
て
い
る
。
現
状
設
置
さ
れ
て

い
な
い
の
は
要
望
が
な
い
か
、

設
置
困
難
な
箇
所
や
周
辺
地
権

者
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
な
ど

の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問

竹
間
沢
小
学
校
の
周
り
の

街
路
灯
や
防
犯
灯
が
少
な
く
暗

い
理
由
は
。

答

街
路
灯
や
防
犯
灯
の
設
置

状
況
に
よ
り
、
一
定
の
照
度
が

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
設
置

基
数
が
少
な
い
と
は
思
わ
な
い
。

行
政
区
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば

調
査
し
検
討
す
る
。

問

学
校
に
よ
っ
て
通
学
路
の

安
全
（
夜
間
の
歩
行
者
等
の
認

識
度
）
に
差
が
あ
る
の
は
問
題

だ
と
思
う
が
、
町
の
認
識
は
。

答

街
路
灯
が
必
要
で
あ
れ
ば

各
行
政
区
や
学
校
か
ら
要
望
が

あ
る
。
担
当
課
と
し
て
は
安
全

に
は
差
が
な
い
と
い
う
認
識
だ
。

問

町
に
街
路
灯
設
置
基
準
や
、

要
綱
等
は
無
い
が
、
町
長
も
安

全
に
差
が
な
い
と
い
う
認
識
か
。

答

今
回
の
指
摘
で
町
が
認
識

し
て
い
な
い
箇
所
が
分
か
っ
た
。

私
は
差
が
あ
る
と
思
う
し
、
そ

の
差
を
解
消
し
て
行
き
た
い
。

行
政
区
や
学
校
か
ら
の
要
望
が

な
く
と
も
、
こ
れ
か
ら
は
他
自

治
体
の
様
に
設
置
基
準
や
要
綱

等
も
考
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

①
町
の
農
業
へ
の
取
組
み

②
基
金
の
運
用
に
つ
い
て

動物のフン放置等の課題について
動 画

小 松 伸 介
  こ    まつ  しん  すけ

公明党

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
家
庭
ゴ
ミ
量
に
変
化
は
。

答

可
燃
ゴ
ミ
が
若
干
増
加
。

問

処
理
業
者
の
感
染
対
策
は
。

答

防
護
装
備
の
着
用
、
車
両

や
資
機
材
の
消
毒
等
を
実
施
。

問

熊
谷
市
等
は
処
理
業
者
へ

感
染
防
護
備
品
を
補
助
し
て
い

る
。
当
町
で
も
検
討
し
て
は
。

答

十
分
備
蓄
が
あ
る
と
の
事
。

今
後
必
要
が
生
じ
れ
ば
検
討
。

問

動
物
に
関
す
る
相
談
等
は
。

答

７
件
。
そ
の
内
フ
ン
３
件
。

問

動
物
の
フ
ン
対
策
で
イ
エ

ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
の
検
討
は
。

答

試
験
的
に
実
施
し
、
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
。
団
体
等
の

活
動
が
再
開
す
れ
ば
行
い
た
い
。

問

草
加
市
等
は
条
例
で
科
料

の
罰
則
が
あ
る
。
検
討
し
て
は
。

答

他
市
の
運
用
を
参
考
に
し
、

慎
重
に
検
討
を
進
め
た
い
。

問

フ
ン
の
放
置
が
違
法
行
為

と
認
識
さ
せ
る
看
板
の
作
成
は
。

答

検
討
出
来
て
い
な
い
が
、

今
後
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問

広
報
で
注
意
喚
起
し
て
は
。

答

有
効
に
活
用
し
た
い
。

問

富
士
見
市
で
は
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
補
助
、
千
葉
市
で
は

防
犯
カ
メ
ラ
の
貸
与
を
行
っ
て

い
る
。
当
町
で
も
検
討
し
て
は
。

答

一
定
の
効
果
は
認
識
。
他

事
例
を
参
考
に
全
町
的
に
検
討
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問

令
和
２
年
度
の
宿
泊
を
伴

う
校
外
行
事
が
中
止
と
な
っ
た

が
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

85
％
以
上
賛
成
な
ら
行
っ
た
か
。

答

一
つ
の
目
安
。
感
染
状
況

や
懸
念
事
項
等
、
様
々
な
面
か

ら
慎
重
に
可
否
を
検
討
し
た
。

問

令
和
３
年
度
の
予
定
は
。

答

現
時
点
で
は
中
止
と
な
っ

た
中
学
校
の
修
学
旅
行
を
令
和

３
年
度
に
。
そ
の
他
の
宿
泊
を

伴
う
校
外
行
事
も
実
施
の
方
向
。

問

学
校
備
品
や
部
活
動
備
品

で
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
。

答

学
校
の
要
望
を
踏
ま
え
、

予
算
の
範
囲
内
で
購
入
し
て
い

る
。問

高
額
な
楽
器
等
、
広
報
等

で
寄
付
を
募
っ
て
は
。

答

課
題
も
あ
る
が
検
討
す
る
。

三芳東中学校前の横断歩道

昼夜

個人の対策ではな
かなか改善しない
動物のフン対策
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コロナ禍における学校運営は
動 画

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

問

体
育
祭
、
合
唱
祭
等
で
保

護
者
不
参
加
と
し
た
理
由
は
。

答

児
童
生
徒
の
安
心
安
全
を

守
る
上
で
止
む
を
得
な
い
と
考

え
た
。

問

昨
年
度
の
卒
業
式
は
保
護

者
不
参
加
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

が
長
期
化
し
た
場
合
で
も
感
染

予
防
対
策
を
行
い
保
護
者
の
参

加
を
認
め
て
は
。

答

感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し

保
護
者
が
参
加
で
き
る
様
に
現

段
階
で
は
予
定
し
て
い
る
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

「
指
定
感
染
症
」
が
外
れ
た
場

合
の
学
校
運
営
は
ど
う
変
わ
る

か
。答

対
応
が
変
更
に
な
る
部
分

が
出
て
く
る
と
も
考
え
る
が
、

国
や
県
か
ら
の
通
知
に
則
り
適

切
に
実
施
し
て
い
く
。

問

適
応
指
導
教
室
指
導
員
の

資
格
更
新
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

為
の
研
修
は
受
講
し
て
い
る
か
。

答

埼
玉
県
実
施
の
研
修
会
へ

年
３
回
参
加
し
て
い
る
。

問

不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ

親
の
会
を
設
け
、
何
で
も
話
せ

た
り
克
服
体
験
を
聞
い
た
り
す

る
会
を
設
け
て
は
。

答

今
後
検
討
し
て
い
く
。

公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い

て問

ラ
イ
フ
バ
ス
の
バ
ス
停
で

非
常
に
危
険
だ
と
思
わ
れ
る
バ

ス
停
を
認
識
し
て
い
る
か
。

答

国
土
交
通
省
運
輸
支
局
及

び
バ
ス
事
業
者
に
て
抽
出
作
業

を
行
い
、
合
同
検
討
会
に
て
今

後
の
対
策
を
検
討
し
て
、
必
要

で
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

問

町
か
ら
町
内
総
合
病
院
敷

地
内
へ
の
バ
ス
停
設
置
の
協
議

の
場
を
持
て
な
い
か
。

答

以
前
に
も
協
議
を
し
た
が
、

近
い
場
所
に
バ
ス
停
の
設
置
が

あ
る
事
や
病
院
の
無
料
バ
ス
の

運
行
、
又
は
安
全
等
の
不
安
も

あ
り
乗
入
れ
は
実
施
で
き
な
い

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て

協
議
の
場
を
持
つ
こ
と
は
難
し

い
が
、
今
後
の
状
況
を
み
て
バ

ス
事
業
者
と
も
協
議
を
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

コロナ禍、学校運営と新たな学び
動 画

菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

輝

　
令
和
2
年
10
月
30
日
埼
玉
県

教
育
委
員
会
で
「
市
町
村
立
小

中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
版
通

常
登
校
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
」
が
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
「
各

学
校
に
お
い
て
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
を
図
り
つ
つ
、
引
き
続

き
児
童
生
徒
の
学
び
を
継
続
す

る
学
校
運
営
が
求
め
ら
れ
、
特

に
児
童
生
徒
の
感
染
経
路
は
依

然
と
し
て
家
族
内
感
染
が
多
く
、

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に

は
家
庭
の
理
解
と
協
力
が
必
要

な
状
況
」
と
あ
る
。

　
三
芳
町
で
も
感
染
が
拡
大
す

る
な
か
で
今
後
の
学
校
運
営
に

つ
い
て
う
か
が
う
。

問

児
童
生
徒
は
毎
朝
健
康
観

察
を
し
て
か
ら
登
校
し
て
い
る

が
、
同
居
の
家
族
に
発
熱
等
が

み
ら
れ
る
場
合
は
学
校
で
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

答

家
族
等
で
発
熱
が
あ
る
場

合
は
欠
席
さ
せ
る
な
ど
対
応
し

て
い
る
。

問

教
室
内
の
座
席
配
置
は
マ

ス
ク
着
用
で
あ
れ
ば
十
分
な
距

離
が
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
か
。

答

身
体
的
距
離
を
十
分
と
っ

て
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

問

新
学
習
指
導
要
領
の
「
対

話
的
な
学
び
」
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
。

答

感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ

た
上
で
出
来
る
範
囲
で
進
め
て

い
く
。

問

臨
時
休
業
中
に
県
内
で
は

9
割
以
上
の
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
が
、
通
常
登
校
再
開

後
の
活
用
は
半
数
程
度
と
な
る

が
、
三
芳
町
で
は
ど
う
か
。

答

小
学
校
で
80
％
、
中
学
校

で
66
・
７
％
が
活
用
し
て
い
る
。

問

三
芳
町
の
目
指
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
が
軌
道
に
乗
る
の
は
い
つ

頃
か
。

答

本
格
的
に
は
来
年
度
中
に

軌
道
に
乗
せ
た
い
。
研
修
を
重

ね
児
童
生
徒
の
活
用
と
教
員
の

指
導
力
を
向
上
さ
せ
、
新
た
な

学
び
の
創
造
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

危険と思われるバス停
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じっくり考えよう　みんなの施設
動 画

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

問

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
12
月

に
民
間
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
結

果
報
告
と
あ
る
が
進
捗
状
況
は
。

答

令
和
２
年
11
月
20
日
現
在

11
社
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
。

問

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
担
い
手
は

主
に
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ

推
進
に
す
る
と
地
元
事
業
者
が

参
入
で
き
な
い
の
で
は
。

答

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
時
な
ど
に

条
件
を
付
け
て
、
町
の
企
業
が

入
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い
く
。

問

公
民
館
は
社
会
教
育
法
に

基
づ
く
教
育
機
関
で
あ
る
が
藤

久
保
地
域
拠
点
施
設
計
画
の
中

で
の
公
民
館
の
役
割
は
。

答

平
成
26
年
に
公
民
館
運
営

基
本
方
針
を
定
め
た
。
豊
か
な

地
域
づ
く
り
に
役
に
立
つ
公
民

館
の
役
割
は
変
わ
ら
な
い
。

問

公
民
館
を
民
間
運
営
と
し

た
場
合
、
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
守
れ
る
か
、
町
長
に
伺

う
。答

地
域
と
一
緒
に
社
会
教
育

を
作
り
上
げ
て
い
く
上
で
は
直

営
で
行
っ
て
い
く
の
が
よ
い
。

町
の
テ
ー
マ
が
あ
る
の
で
そ
れ

と
共
に
し
っ
か
り
考
え
た
い
。

問

町
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
北
永
井
児
童
館
・
竹
間

沢
児
童
館
は
藤
久
保
児
童
館
に

統
合
と
あ
る
が
地
域
に
在
っ
て

こ
そ
の
施
設
で
は
な
い
か
。

答

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
建

設
時
に
直
ち
に
統
合
と
考
え
て

い
な
い
。
２
０
５
４
年
ま
で
の

計
画
期
間
中
で
の
判
断
と
な
る
。

問

令
和
２
年
11
月
17
日
に
内

閣
府
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
室
が
、

行
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
に
影
響
が
出
て
お
り
、

従
来
想
定
し
て
い
た
事
業
が
実

施
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
懸

念
さ
れ
る
事
等
を
あ
げ
、
内
容

の
十
分
な
検
討
を
促
し
て
い
る
。

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
計
画
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
等
、
今
一
度
考
え

て
み
る
べ
き
時
で
は
な
い
か
。

答

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
つ
い
て
も

検
討
中
で
あ
る
。
猪
突
猛
進
し

て
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
な
い
。

納
得
い
く
も
の
を
作
る
。

三芳町の農業を守るために本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党 動 画

問

種
苗
法
の
改
定
に
よ
り
登

録
品
種
は
種
や
苗
を
自
家
採
取

で
き
な
く
な
る
。
も
し
く
は
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
払
わ
ね
ば
な
ら

な
く
な
る
。
種
苗
法
の
改
定
に

よ
り
本
町
に
お
い
て
影
響
が
考

え
ら
れ
る
作
物
は
。

答

登
録
品
種
と
し
て
は
、
本

町
の
主
要
作
物
で
あ
る
野
菜
は

７
０
６
種
類
、
９
％
。
サ
ツ
マ

イ
モ
の
自
家
増
殖
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
、
今
後
許
諾
が
必
要

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

問

補
助
金
の
増
額
な
ど
農
業

支
援
を
も
っ
と
強
め
る
べ
き
で

は
。答

金
額
と
し
て
は
財
政
面
も

あ
る
が
更
に
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

問

相
続
税
の
軽
減
措
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答

山
林
を
農
用
林
と
し
て
農

用
地
と
同
等
の
評
価
額
と
す
る

よ
う
要
望
し
て
い
る
。

ラ
イ
フ
バ
ス
路
線
再
編
と

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
解
除
を

巡
る
町
長
答
弁
に
つ
い
て

問

令
和
元
年
11
月
・
12
月
の

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
解
除
の
住
民

説
明
会
で
、
再
度
説
明
会
を
開

く
と
し
て
い
た
の
に
な
ぜ
突
然

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
の
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
解
除
の
決
定
と

な
っ
た
の
か
。

答

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
説
明
で

き
な
か
っ
た
。
解
除
に
つ
い
て

は
保
留
に
な
っ
て
い
る
。

問

町
長
は
議
員
の
反
対
運
動

が
警
察
の
判
断
に
影
響
を
与
え

た
と
発
言
し
て
い
る
が
、
そ
う

で
は
な
く
住
民
の
同
意
が
得
ら

れ
て
い
な
い
か
ら
警
察
は
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
解
除
を
撤
回
し

た
の
で
は
な
い
か
。
埼
玉
県
警

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
議
員

が
動
い
た
か
ら
警
察
が
判
断
を

変
え
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

な
い
。
事
実
関
係
を
確
認
し
た

ら
住
民
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い

な
い
か
ら
白
紙
に
戻
し
た
」
と

言
っ
て
い
る
が
。

答

結
果
と
し
て
ラ
イ
フ
バ
ス

の
運
行
に
影
響
を
与
え
て
い
る

と
い
う
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
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公共施設のあり方
動 画

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

問

幹
線
10
号
線
の
交
差
点
に

は
横
断
歩
道
の
な
い
箇
所
が
多

く
危
険
に
な
っ
て
い
る
。
町
の

見
解
と
対
策
は
。

答

横
断
歩
道
の
設
置
に
は
、

歩
道
だ
ま
り
の
設
置
な
ど
の
町

の
整
備
と
、
警
察
の
判
断
が
必

要
に
な
る
。
町
内
道
路
は
道
路

拡
幅
整
備
計
画
に
基
づ
き
順
次

整
備
し
て
い
く
の
で
、
即
時
の

横
断
歩
道
設
置
は
難
し
い
。

問

地
蔵
尊
の
ト
イ
レ
の
排
水

不
良
が
相
変
わ
ら
ず
解
消
さ
れ

て
い
な
い
。
令
和
元
年
12
月
議

会
で
の
答
弁
は
「
調
査
を
行
っ

た
上
で
検
討
す
る
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
が
、
調
査
結
果
は
。

答

排
水
不
良
の
要
因
と
し
て
、

①
浄
化
槽
が
最
小
サ
イ
ズ
の
も

の
な
の
で
、
祭
礼
時
等
に
大
人

数
が
連
続
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
想
定
さ
れ
て
い
な
い
②
浸
透

井
の
放
流
部
分
に
樹
木
の
根
が

入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
排
水
が

妨
げ
ら
れ
る
③
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
異
物
が
流
さ

れ
て
、
浄
化
槽
が
詰
ま
っ
て
し

ま
う
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。「
異
物
を
流
さ
な
い
よ

う
に
」
と
い
う
注
意
喚
起
の
貼

り
紙
は
し
て
あ
る
が
、
春
と
夏

の
祭
礼
前
に
尿
石
の
除
去
、
排

水
管
の
洗
浄
、
浄
化
槽
及
び
浸

透
井
の
異
物
の
除
去
や
清
掃
で

対
応
し
た
い
。

　
住
民
の
税
金
で
建
て
た
公
共

施
設
の
管
理
・
運
営
は
、
今
ま

で
通
り
職
員
で
行
う
べ
き
だ
。

　
役
場
の
窓
口
業
務
や
公
民
館

な
ど
の
管
理
・
運
営
を
民
間
会

社
に
任
せ
る
市
場
化
テ
ス
ト
や

指
定
管
理
者
制
度
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
の
導
入
は
や
め
る
べ
き
だ
。

町
の
仕
事
を
民
間
に
任
せ
る
と

情
報
漏
え
い
な
ど
の
心
配
が
あ

り
、
利
益
が
優
先
さ
れ
住
民
の

安
心
・
安
全
が
心
配
さ
れ
る
。

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設

問

藤
久
保
小
学
校
は
、
他
の

学
校
と
同
じ
よ
う
に
補
強
工
事

で
長
寿
命
化
計
画
に
す
る
こ
と

も
考
え
る
べ
き
だ
。
複
合
施
設

あ
り
き
で
は
な
く
、
個
々
の
建

物
毎
の
建
設
計
画
も
立
て
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

平
成
24
年
度
か
ら
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
「
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方

針
」
な
ど
を
策
定
し
複
合
化
の

方
向
性
を
決
め
た
。

問

現
在
の
２
階
建
て
の
藤
久

保
公
民
館
や
図
書
館
な
ど
老
朽

化
順
に
、
施
設
ご
と
に
建
て
替

え
る
計
画
も
、
今
か
ら
立
て
る

べ
き
だ
。
藤
久
保
小
学
校
の
校

舎
を
今
の
運
動
場
に
建
て
て
、

校
庭
は
小
学
校
校
舎
の
北
側
に

設
け
る
と
し
て
い
る
が
、
校
庭

問

旧
島
田
家
付
近
の
火
の
見

櫓
は
前
回
の
質
問
後
、
登
れ
な

い
よ
う
に
対
策
さ
れ
て
い
た
が
、

撤
去
ま
で
は
し
な
い
の
か
。

答

消
防
署
に
よ
る
撤
去
は
現

在
行
っ
て
い
な
い
。
費
用
も
か

か
る
こ
と
な
の
で
、
今
ま
で
利

用
し
て
き
た
周
辺
住
民
の
意
向

も
調
整
し
て
か
ら
方
向
性
を
出

し
て
い
き
た
い
。

問

上
富
３
区
集
会
所
に
隣
地

の
竹
が
覆
い
被
さ
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
が
、
対
策
は
。

答

竹
の
所
有
者
が
い
る
の
で
、

現
在
は
対
策
が
難
し
い
。

問

今
後
、
土
地
の
購
入
や
別

な
場
所
へ
の
建
て
替
え
等
検
討

し
て
い
る
の
か
。

答

建
て
替
え
の
時
期
に
購
入

や
移
転
等
を
検
討
す
る
。

は
冬
の
時
期
日
陰
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答

冬
至
に
お
い
て
日
陰
と
な

る
範
囲
に
は
駐
車
場
の
整
備
を

行
う
方
針
だ
が
、
具
体
的
な
こ

と
は
こ
れ
か
ら
と
な
る
。

問

校
長
や
教
育
長
は
、
こ
の

計
画
で
、
長
い
年
月
使
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
に
責
任
が
持
て

る
案
と
考
え
る
の
か
。

答

責
任
が
持
て
る
よ
う
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問

営
利
企
業
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

と
自
治
体
の
行
政
の
公
共
性
と

は
本
来
両
立
し
な
い
も
の
。
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
は
止
め
る
べ
き
で
は
。

答

現
在
、
可
能
性
を
探
っ
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

情
報
漏
え
い
が
心
配
な
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
は
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
。

藤久保小学校と校庭

上富の課題の早期解決を望む落 合 信 夫
おち  あい   のぶ   お

輝 動 画

13 2021 年２月１日　議会だより　みよし　No.179



議 会 活 動 日 誌
１０日　議会運営委員会
１１日　議会運営委員会
１６日　議会運営委員会
１８日　令和２年第２回入間東部地区
　　　　事務組合臨時会
　　　　議会広報広聴常任委員会
２４日　議会広報広聴常任委員会

１月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

１２日　総務常任委員会
１３日　議会広報広聴常任委員会
１９日　全員協議会
２０日　議会運営委員会
２１日　厚生文教常任委員会
２２日　令和３年第１回三芳町議会臨時会

11 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

１１日　議会運営委員会
１２日　厚生文教常任委員会
１５日　議会広報広聴常任委員会
１７日　全員協議会
　　　　総務常任委員会
２０日　議会運営委員会
２５日　第２回議会だよりモニター会議
　　　　議会広報広聴常任委員会
３０日　総務常任委員会
３０日～１２月１１日　
　　　　令和２年第６回三芳町議会定例会

12 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

７日　厚生文教常任委員会
８日　全員協議会
　　　議会広報広聴常任委員会

地域住民、保護者の声を第一に！
動 画

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

問

９
月
定
例
会
で
町
長
よ
り

発
言
の
あ
っ
た
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
解
除
に
対
す
る
「
反
対
の
要

望
」
な
ど
は
し
て
お
ら
ず
、「
地

域
の
同
意
も
な
く
解
除
が
出
来

る
の
か
」
と
確
認
し
た
だ
け
だ

が
「
反
対
要
望
」
に
来
た
と
本

当
に
警
察
が
言
っ
た
の
か
。

答

県
警
か
ら
は「
反
対
要
望
」

に
来
た
と
聞
い
て
い
る
。

問

９
月
定
例
会
終
了
後
に
、

埼
玉
県
警
に
行
き
、
再
度
確
認

を
し
た
際
、
県
警
の
署
員
は
、

「
反
対
要
望
」で
は
な
く「
確
認
」

に
来
た
と
捉
え
て
い
る
。
と

言
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
警

察
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
こ
と
に

な
る
が
本
当
に
言
っ
た
の
か
。

答

そ
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

問

町
長
、
町
は
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の
解
除
に
対
し
、
地
域

住
民
の
声
や
保
護
者
の
声
を
無

視
し
進
め
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
る
が
、
そ
う
捉
え
て
い
い
か
。

答

地
域
住
民
の
声
を
聞
き
進

め
て
い
る
。

問

懇
話
会
等
で
の
説
明
で
、

幹
線
19
号
線
に
規
制
を
掛
け
、

幹
線
17
号
線
に
車
両
を
流
す
こ

と
で
安
全
の
確
保
が
出
来
る
と

の
説
明
が
あ
る
が
、
住
宅
内
は

保
育
園
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
通
学
路
で
も
あ
る
。
状
況
を

分
か
っ
て
言
っ
て
い
る
の
か
。

答

歩
道
整
備
さ
れ
て
い
る
17

号
線
に
車
両
を
流
せ
ば
安
全
の

確
保
は
出
来
る
と
思
っ
て
い
る
。

問

藤
久
保
第
２
区
、
３
区
、

４
区
、
６
区
の
方
に
迷
惑
を
掛

け
て
い
る
と
思
う
な
ら
、
国
道

よ
り
東
側
の
路
線
を
先
に
変
更

し
、
ラ
イ
フ
バ
ス
の
運
行
を
開

始
す
れ
ば
済
む
こ
と
で
は
な
い

か
。答

１
番
線
、
７
番
線
の
関
係

も
あ
る
の
で
こ
の
ま
ま
進
め
る
。

問

空
き
家
や
人
が
常
時
住
ん

で
い
な
い
家
屋
に
ハ
チ
の
巣
が

出
来
た
場
合
、
命
に
関
わ
る
問

題
だ
け
に
町
が
立
替
え
て
早
急

に
駆
除
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

指
摘
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、

所
有
者
に
対
処
し
て
も
ら
え
な

い
場
合
は
、
町
の
空
き
家
条
例

に
倣
い
、
所
有
者
に
代
わ
り
町

が
対
処
し
て
い
き
た
い
。長期間、駆除されず

に放置状態のスズメ
バチの巣
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意

見

書

住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心
を

確
保
す
る
居
住
支
援
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
長

期
化
す
る
中
、
家
賃
の
支
払
に
悩
む
人

が
急
増
し
、
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

決
定
件
数
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
の

半
年
間
で
10
万
件
を
超
え
、
令
和
元
年

度
１
年
間
の
26
倍
に
上
っ
て
い
る
。
住

ま
い
は
生
活
の
重
要
な
基
盤
で
あ
り
、

住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保
す
る

居
住
支
援
強
化
を
求
め
る
。

�

提
出
先　
国
関
係
機
関

犯
罪
被
害
者
支
援
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書

犯
罪
被
害
者
が
被
害
直
後
か
ら
公
費

で
の
弁
護
士
支
援
や
、
損
害
へ
の
補
償

制
度
と
い
っ
た
財
政
支
援
施
策
に
つ
い

て
国
に
制
度
創
設
を
求
め
る
と
共
に
、

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
為
の
病
院

拠
点
型
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

の
全
国
へ
の
設
置
や
、
全
て
の
地
方
自

治
体
の
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
制
定
に

対
し
国
の
支
援
を
求
め
る
。

�

提
出
先　
国
関
係
機
関

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
導
入
へ

向
け
た
議
論
を
進
め
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

家
族
の
多
様
性
や
女
性
の
社
会
進
出

な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
選
択

的
夫
婦
別
姓
制
度
を
求
め
る
声
が
増
え

て
い
る
。
最
高
裁
判
決
や
法
制
審
議
会

答
申
な
ど
制
度
の
導
入
へ
向
け
た
議
論

が
国
会
へ
促
さ
れ
て
い
る
も
の
の
未
だ

制
度
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。
選
択
的

夫
婦
別
姓
制
度
の
早
期
導
入
へ
向
け
議

論
の
進
展
を
求
め
る
。

�

提
出
先　
国
関
係
機
関

公明党
国連女子差別撤廃委員会は

日本に対し、夫婦同姓は「差別的な規定」と
繰り返し是正勧告をしている。
一人っ子が増えた社会状況や国民理解も
年々広がっていることにより、男女共同参画
の最大の課題である「選択的夫婦別性導入」
への議論を進めていくことは重要である。

賛
成

公明党
時代の推移に伴う犯罪の多様

化や被害内容の深刻化に対し、国の支援体制作
りは喫緊の課題となっている。
特に女性の性暴力被害への支援として「病院
拠点型ワンストップセンター」を各都道府県に
１カ所は設置するなど、犯罪被害者の個人の尊
厳と処遇の保障の重要性を訴え賛成する。

賛
成

細田議員
社会制度の矛盾が浮き彫り

になる中、国に頼らず家族の絆を尊重する風
潮が今後は求められると考える。家族制度に
は両親を守る強い意志や支える意識へも繋が
ります。夫婦別姓制度を導入すると、個人主
義を持つことが社会として承認され、その動
きが加速することが強く懸念される。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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令和 2 年第６回定例会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
井
田　
和
宏

細
田　
三
恵

林　
　
善
美

細
谷　
光
弘

山
口　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

小
松　
伸
介

桃
園　
典
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

落
合　
信
夫

条例・その他

三芳町議会基本条例の一部を改正する条例 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

町長及び副町長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 議
長○○○早

退○○○○○○○○○○

教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 議
長○○○早

退○○○○○○○○○○

三芳町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 議
長○○○早

退×××○○○○○○○

三芳町課室設置条例の一部を改正する条例の撤回請求の件 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

三芳町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

三芳町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

三芳町議会議員及び三芳町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

三芳町道路線の廃止について 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

三芳町道路線の認定について 原案同意 議
長○○○○○○○○○○○○○○

三芳町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

予算

令和２年度三芳町一般会計補正予算（第９号） 修正可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

議案第 53 号令和２年度三芳町一般会計補正予算（第９号）に対する修正
動議 可決 議

長○×○○○○○×××○○○○

令和２年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

令和２年度三芳町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

令和２年度三芳町下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 議
長○○○○×××○○○○○○○

令和２年度三芳町水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 議
長○○○○×××○○○○○○○

意見書

犯罪被害者支援の充実を求める意見書について 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

住まいと暮らしの安全を確保する居住支援の強化を求める意見書について 採択 議
長○○○○○○○○○○○○○○

選択的夫婦別姓制度導入へ向けた議論を進めることを求める意見書につい
て 原案可決 議

長×○○○○○○○○○○○○○

令和 2 年第５回臨時会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
井
田　
和
宏

細
田　
三
恵

林　
　
善
美

細
谷　
光
弘

山
口　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

小
松　
伸
介

桃
園　
典
子

内
藤
美
佐
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

落
合　
信
夫

予算

令和２年度三芳町一般会計補正予算（第８号） 原案可決 議
長○○○○○○○○○○○○○○

○賛成　×反対■ 議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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コロナ禍で、それまでは集会所で行われていた“いもっこ体操”の開催も難
しくなり、運動不足が心配との声が上がりました。
どうすれば運動不足解消が出来るかと考えた結果、屋外での開催をしてみよ
うとなり、藤久保２区でも昨年 11月より富士塚第二公園広場でスタートしま
した。毎回の参加を楽しみに 30名近くの方が喜んで参加されており、距離を
取りながらも笑顔の交流の場にもなっています。
新型コロナウイルス感染症によりほとんどの催し・行事などが中止になり、
また感染を恐れてなかなか外に出づらい状況があります。そのような中ですが
少しでも体を動かせるよう地域の皆さんが協力し、町内各所でラジオ体操が行
われています。活動場所も増えつつあります。

場　所 日　程 時　間
北永井３区　こども広場 第２・第４木曜日 ９：30～

三芳団地　こども広場 第１・第３・第５木曜日 ９：00～

藤久保１区　俣埜公園 毎週　火曜日 ９：00～

唐沢小学校　駐車場 毎日 ６：30～

朝日センチュリー内 毎日 ７：00～

藤久保２区　富士塚第２公園 毎週　火曜日 ９：30～

コロナに負けるな　ラジオ体操
表紙写真のご紹介
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読みやすく！身近に！住民参加の
議会だより

❶ 表紙の文字を大きく
❷ 用語集のページを作成
❸ 親しみやすい記事作り

に心掛けた

・ＱＲコードから動画にリンクするのは良いと思う。
・�表紙の「みよし」の文字が大きい方が広報の延長線上で読んでもらえる。
・�決算の記事を注目した。分かりやすく掲載していると感じた。一般質問については見
出しが大事。
・�高齢者は緑のバックが見にくい。白い文字より黒い文字が見やすい。
・�写真がぼやけている感じがするので、もう少し印影があったほうが、場所が分かりや
すい。

モニターさんの意見をもとに

改善した点

178号　アンケートまとめ
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議会だよりに出てきた用語
の説明です。用語集

・�高齢化や活字離れが進む中で、コロナ禍にあっても町の発展のために努力され行動されてい
る議員の皆さんの活躍が、議会だよりを通して多くの町民に伝わるよう願う。

・�議会の動画を拝見してご活躍されて、よく勉強もされている議員さんにかなり刺激を受けて
います。

・�いち町民としてこれからもこのような会合に参加出来たら嬉しいです。

意見交換会より
モニターさんの 　声

・�町から議会に提出された議案に対して、議員が修正の提議を
行うもの。

・�心身に障がいのある方が通所し、介護サービスを受けたり、
創作活動や生産活動などをする施設。役場敷地内に令和3年春
に完成予定で、役場との連携強化や障がい者との交流による
相互理解が進む事等の効果が期待されます。

※2 三芳太陽の家
（P2）

・�行政が行う事務・事業等について、住民が議会に要望できる
制度。提出する際には議員の紹介が必要です。

※1 請願
（P2）

※3 修正動議
（P4）
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
1
年
は
、
個

人
や
社
会
全
体
も
歴
史
に
残
る

試
練
の
時
を
刻
み
ま
し
た
。
新

し
い
日
常
の
中
で
住
民
生
活
の

安
心
安
全
を
守
る
た
め
の
視
点
を
持
ち
な

が
ら
、
11
月
30
日
よ
り
12
月
定
例
会
が
開

会
と
な
り
議
案
審
議
と
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

長
期
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
の
必
要
性
が
あ

る
状
況
下
で
様
々
な
事
業
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
感
染
対
策
の
強
化
や
デ
ジ
タ

ル
化
の
促
進
は
よ
り
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
経
済
状
況
の
悪
化
に
伴
う
歳

入
減
も
見
込
ま
れ
る
中
で
、
今
ま
で
以
上

に
必
要
性
に
応
じ
た
効
果
的
な
財
政
運
営

と
な
る
よ
う
に
、
議
会
と
し
て
し
っ
か
り

注
視
し
て
の
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
と
の
２
回

目
の
意
見
交
換
会
も
感
染
対
策
を
と
る
中

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
読
者
の
視
点

か
ら
の
ご
意
見
は
住
民
参
加
の
議
会
だ
よ

り
を
目
指
す
上
で
の
貴
重
な
糧
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
と
共
に
歩
む
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
て
進
ん
で
参
り
ま
す
。
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１月 22 日に令和３年第１回三芳
町議会臨時会が開催されました。
町役場の機構改革に伴う課室設置
条例の一部変更の他、町民の皆様に
新型コロナウイルスワクチンをス
ムーズに接種していただけるように
「新型コロナウイルスワクチン接種
体制支援委託料」などを盛り込んだ
補正予算案等が審議されました。
詳細については次号でお知らせい
たします。

ワクチン接種の準備が
始まっています
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編集
後記

声の議会だより ： 朗読ボランティア「けやき」の皆さんが朗読したものを
　　　　　　　　三芳町議会ウェブサイトで聞くことができます。
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（月）3 月 1 日
開会の予定です

三芳町議会
中継ページ

次の議会定例会は

議会の動画を
配信しています。

議会の動画をインターネット動画配信サ
イトYouTube上でご覧になることができ
ます。本号の記事中にある動画のＱＲコー
ドを読み込むか、右記QRコードにアクセ
スしてください。


